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【諸言】近年、ドナーおよびアクセプターとしてカルバゾール‐トリアジン骨格を有する熱活性

化遅延蛍光(TADF)材料を発光層に有する有機 EL素子において、三重項励起状態 T1から一重項励

起状態 S1への逆項間交差により励起子生成効率が向上されることが報告されている。
1-3しかしな

がら、熱活性化遅延蛍光特性の分子構造活性相関や媒体効果は詳細には明らかにされていない。

そこで、本研究ではドナーおよびアクセプター骨格間に異なる連結基を有するカルバゾール-トリ

アジン誘導体(CzT, PhCzTAZ)の熱活性化遅延蛍光特性について比較検討を行った。 

【結果と考察】図 1 に CzT および

PhCzTAZ のヘキサン溶液中およびト

ルエン溶液中の蛍光および燐光スペ

クトルを示す。CzTはヘキサン溶液中

においては局在発光準位(LE)に対応

する構造を持った発光を示すのに対

し、トルエン溶液においては分子内電

荷移動準位(ICT)に対応するブロード

な発光を示した。一方、PhCzTAZ は

いずれの溶媒中においても LEに対応

する構造を持った発光を示した。また、

CzTおよび PhCzTAZの過渡 PL測定

をそれぞれの溶媒中において行った

ところ、CT 状態を示したトルエン溶

液中の CzT のみから熱活性化遅延蛍

光特性が観測されることが分かった。

これはトルエン中では CzTの励起状態が LE状態から CT状態へと変化したことにより、S1と T1

とのエネルギーギャップが小さくなったことに由来すると考えられる。 
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Fig. 1 Fluorescence and phosphorescence spectra of CzT: (a) and PhCzTAZ: 

(b) in hexane and in toluene. Black line and red line show fluorescence 

spectra measured at 300 K and phosphorescence spectra measured at 77K, 

respectively. 

(a) 

(b) 

第 74 回応用物理学会秋季学術講演会　講演予稿集（2013 秋　同志社大学）

Ⓒ 2013 年　応用物理学会

18p-C4-4

12-213


